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Fibrinogen及びFibrinのi（tt清学的研究II
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　　　　　　　相　　野　　田　　　　　啓

　　Serological　Studies　on　the　Flbrinogen　and　Fibrin

　　　　　　　　　　　　The　2ed　Report

　　　　　　　　　　　　　Hajime　Ainoda
Departrnent　of　Biochemistry，　y‘aculty　of　Medicine，　Shinshu　Universit；y

　　　　　　　　　　（工）｛rect〔，r：　Prof．　S、　Fujimura）

　　　　　　緒　　　習　　　　　　　　　　　　　　　　Laki氏法により・E卜，罵及び豚lllL隈より削超製したが，

　Fibrino霧enに関する1貞1満単的研究はBQr（let及び　　　Fibritiogenは動4勿の種属により僅少宛’をの化学的性

Gengou以来多くσ）研究者により背われている。両氏　　　質な占111にするの一姫励物に．従ノりてil麗製法に延，驚，少の変1廻

は、鴨Fibrinogenを・」目し・て研：究を行い，　Fibrino繕enは　　　　tht加えたo

臓器将異骨生な有す老T，ことなlllllえ（19〔［2），　Bauer及び　　　　　（1）　2：卜及び豚Flbrin〔，tsrenの調興

Engel両民は牛及び膝Fibrillo齢n窃1｛euberの方　　　　ノト或は1王駅のク頴ソ酸1ΩL漿癒豫《’〕3“♪Cに冷却i．、，樵の

法で精製Lた～』のに’）ぎ実験熟ご行つて，FlbriaQ解n　　　500cd≒1・して一3°Cに冷去llした53．：≧％の1£thyl　alchol

は種属將異性を有すると駈莚じてい；る（191．3）。又Hek一　　　な少1季1：宛1鳩1姓し凸N滴加して行く、20分乃棄30分闇放

t◎n及びその共岡研究満慧iはMolean疑法に従い2〔1％　　　置の後，遠心沈澱に」：り沈灘な分肉lt”する。之．むFrac一

硫酸Ammoniumによる沈澱を1交機してFibrinogen　　tion　Iとす《）。　Frac。　I　tht　／100cc〃、1／iomol燐酸緩衝

をL精製しその面ll溝学的研究な得い，　Fibrinoinrenには　　　液（pH　6、tL）巾に溶解1－、，環に蒸溜水な加え．て2〔｝Occ

臓器特異性並びに軽度の種属特異性な認めたと報魯し　　　に稀釈し氷室中に一・夜放欄寸・ゼ，。この間に少撒の沈滅

ている（1920）。本教室に於て番泌井氏（1958）は牛，　　が発生するが，之は濾過により除く。趣1月濾液にその

馬及び豚FibrinogenをLald氏法により精製したも　　　’1ん購：の飽和碗酸A田monium溶液を撹押しつx加え，

のについて実験を行い，何れも薪明な臓器特異性を有　　　発生する白色沈澱を遠心沈澱により分離する。これ寮

することを認めた。1　　　　　　　　　　　　　　〔｝．3inol　KC1溶液12（）cc中に溶解し，水酸化Amrno－・

　著渚は本研究に於て各種動物のFibrinogenの精製　　niLIMを滴下してその反応をpH　Z　4とする。この溶

せるものについてその臓器特異性の有無を確かめんと　　　液に欝びt／：t錨：の飽和硫酸Ammonittm溶液を加丸，

し，更にFibrinog．　enとFibrinとの血溜学的特異性　　　‘kずる沈澱を纂めて岡様に120ccの0，3mol　KC1に

の異同を知ろうとして‘爽験を行つた。　　　　　　　　　溶解しpH　7・4とし，　O・　3mol　KCI溶解2000cc中1こて

　FibrinogenとFibrinとの化学的構造上の差異に　　　Collodium膜を用㌔・て氷室中にて3日關透析を行う。

ついては種々の研究がなされているが，未だ完金に究　　　この間時々KC1溶液を更新する。最盾にCollodium

明されたとは嘗えない。Mihalyi（1950）は尿素溶液　　　膜内に透明なFibrinogenの溶液を得る。

中に於てFibrinとFibrinogenとの電気泳鋤を行　　　　　（2）　馬Fibrinogen

い，両移動度に相異のあることを認め，等電点がFib一　　　溶解度を舞にする為，調製法に変化を加えた。馬ク

rinogenはpH　5・5，　FibrinはpH　5・6なる鎖：を知り，　　x・ン酸」血漿より上記と問様にして得たFrac．工は牛，

両者の電気移動度の差異は少なくとも一一部分はそれ等　　　豚の場合に比し濃い黄色を帯びている。之を200ccの

の等電点の差に依るものと報告している。　　　　　　1　エ／1｛lmo1燐酸緩衝液（pH　6．8）に二溶解し，氷蜜内に一

　Fibrinは水に不溶解なる為その」血溝学的性質を検　　　夜放魔する。沈澱を除いた透明，ヒ湾液｛こ1ん蟄の飽

することは困難であるが，著渚はFibrinが尿粟溶液　　　和硫酸Ammonium溶液を加え，生ずる沈澱を120cc

に溶解することを知り，この血清学的性質並びにFib一　　のO・　3mol　KCI溶液にpH　7．嚇・二於て溶解する。硫酸

rinogenとの血溜学的闘係を検索した。　　　　　　　　　Ammoniumにより海澱を更に一囲反覆し，　O，3mol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KCI中｝こ於て溶解したものを牛，豚Fibrinogenの場

　　　　　　実験の部　　　　　　　　　　　　　　　合と同様に透析する。これによつて透明な馬Fibrト

　　　（A）　Fibrinogenの調i整　　　　　　　　　　　　　　nogen溶液が得られるo
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。．　（B）Fibri・。9・・の糾1度測定　　　　　濃慶に力11え．1・ib・i・。tST・nを1購せしN、，これ燃心沈

　　Th「・n’bi・翻1い．て1・・ld氏灘よりFlbri・。脚　Utii　c　：u．。lzり鯉、，｛1鋤撒塩ykに1¢6の’，1胎に懸凱，，

　　の辮鞭郁碇し諜擁調物質の1はりFibri・。9。・　この3ccを4週剛繭日に家勲・繍鵬［哨に注射す

　　の細賎細・け・・Fib・i・・9・・を〔｝．3m・I　KCI　i徽　 る。最後の潮獄り7［三1・F・】に心｝　、糠lill悶：り試験採［ltrl，

　　に溶解したもの1・Occに対して4・〔〕ccの0．1m（，1　KC1　　を行い，1血消反応の結果1廻1・kのものを全採［n口．．て保

　　溶液衝添力llL振巖するnこれに0．lccO）燐酸緩衝液　　　罫燭黄に供した。

　　（0・「）m・IT〈　1－1　L，　1）O．l　il｛’腋3に対し〔L5m・I　N・，，Hl）0．：　．Ill繭反再猷沈ll鞭麻：1や六，。．1・，’1：ill購1漁r・bi・脚ユ

　1を混台する1）な加丸，0・lccのTlirombin（251il欧　　　の2％溶許葦を以て2倍に稀釈ittたぜ、の雪1用いるo

　　を含む）を加える。1時1；1擁漏に．放滑す著，。こエに生　　　　一列の試｝験ll・に〔L5ccの．」二記描1侮肖を審，｝r，これに．

　　じたFib「in病い除去し，．h満漉についてBecl（ma！1光　　　4［1［1的禽塩、ノ」こで，21，，．21，2”，2n，2－L，2こ1・…・…撃と

　電比色計を川い・28‘［mμに対・してその吸光度（1鷺）　　　稀窄1廼したFibrinos；eii溶液街少llS：bli，，Ll・〔｛：1，37。C　l：2

　烈1腱する認剛！1・に1（lccのFibri・・k・enの0，3m・1　時［IU備11．，伽）ll欄1、Jlに営轍賊のイ瀦な｛剣．、

　KC！藩液1こ19・Occの0．1mol　KCIな加えたもの1こ・つ　　　た。

　　き岡様に吸光度（Ef）塙f測窺する。対称実験として　　　　以一1ぐの衷に於てll期割蹴虞洌：澱の生成が15分后に認め

　0．5ccの0．1mQI　KC1と0。’lccの燐酸緩衝液との混合　　　られ，た｛，のをq｝D，3‘1分後にi認める亀、のをdD，6｛〕

　液に〆，》阿様に1・て呪光度（1，）c）な測竃する。　　　　　分1終に認めたt’の斎（＋），12｛［分接に認めa：，．1の街

　　次の式に・bてFibri・。1，t・n溶液・1・1のThr・mbi・　（1），1，　1］g・2．，　1．、，21暇腐幼冬咽、叙榊鵬懸・kし、

　に」二る剛酬三拗雛）轟：嬢わす・　　　　　　ンt，：いa，・a．）な（一）で撮）した。絶の　・，糠は次隷」・

　　　　・％」E凱D1・1・・　　す1，ξ，鷲撫，、b，、＿。は抗，1：，，、鮪する

　　（：100－A）＝＝凝固物質の傷（Fibrinogenの純近隻）　　　　　と同時1こ博朋な1む繊惜特理｝1判ノ櫨，ゐことが確かめ1’，れ、

　　．D，kびD・はF舳・曜n轍の聯渡で’ひ　　る。
　　で獣々5・2及び2°・°であz・1・　　　　　鶴・i、r・。。g，en　t7、臓濡・醗ノ、泌磯駒磯，

　　　　（C）　｝］　ibrinogen溶液のilli「慶の測定　　　　　　　　のて・1よないか☆知るためにL手欠のり、験な行つた。

　　Fib・i・・9・・轍｝・Th・。mbi・効；航儲燗1の　（・）・働物’」一・Fib・1・・鱒瀦綱鵬1：〃・矧。鱗l

　Fibrinとし，　これな水で充分に洗1條1湘　lll灘【qこはさ　　　溶液を加え’10分間1’温に放i醗1た後還心沈1殿「こよつ

　んで充分に水分唾ご除ぎ，40°C低圧下で！fi：1町変にま　　　て上溝と沈澱とに分肉1直し，沈澱は半飽和食撫フkにて

　で完全乾燐し，棚9とするQこか定・1：をとりMi…1・－　3回麟し膿，1，，：靴聯卿：　｛酌食塩水に溶解

　Kljelclahl法に・よりその禽鰹憲i：を渕矩L．，　i．：　；｝　tに5．9　　　し，獄：F1brino鱒en　l飢lrlrに将1．「、ヒ描液及び弼．嘩1水溶液

　を乗じ・たものを・Fibrinogen　ll王とする。これ，から溶液　　　を抗元・として洗降反応な存“：つた。

　ヰ1のFibrinogenの濃度を・爵卜算することが出来る。　　　　　　宗lll果は範2，3表の珀1りである。

　　本1験に便用した牛、豚及び馬のFibrinogenの純　　　　（b）　名動物のFibrinogen灘液1：一　；i：rの1！：s　l，，1：の飽

　度は次の熱こ示す。　　　　　　　　　　　和硫酸Amm。nium溶液を加えて．1§融こ1時間放ll鑑，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上溝液と沈澱とに還心濾別し，各々をColloclium膜

　　1・聯測・・2倍㈱・．・倍禰ミ’「…　｝こて別々醗概，内容1：一・　NFI．1及びS°・1の纐三癬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ammoniumの1／．1、飽和で沈澱せL．めたイ1のとは同種

　　　　（D）抗F」bri・。gr・・1・fl・L・？”・．，・　i・　C！．）調製　　　　抗血満のみな鰯罐、亦異願励Fibri・。9・・に対する

　　免疫には常に繊熟箏i兎を使用した。上記の〔｝．3mo1　　抗jn麟胃とも．tn1。満反応を示し，臓器特異性を示”L3’が，又

　KC三のFibrinogen溶液にAlumina　creamを1％の　　　岡時に上記条件では沈澱しない物質に対しても偉iかな
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第1表　　抗1；　ibrinc，駕en．1畔1とFil）rin。£genとの沈降1蔓応

寒　兎
．番　号

12

15

6

7

　3

13

12

15

6

7

3

13

12

15

6

7

3

】3

　注　射　用　　拍L清反応1：1：Il　　　　　Fibrinogell稀　釈　1費

1Fib「inQ紹・n　Fibrin・9・11　i　2・2・2・2・2・・2・2112・2・2・，2・・

牛

牛

　豚

豚

　馬

　馬

牛

牛

豚

豚

馬

　馬

牛

牛

豚

豚

馬

、馬

牛　　　　1・肝　冊　冊　帯　一Hf　冊　冊　相・．帯　督　一

N’r．　　　　　　：　　－IW　　　「Kl・　　覗1・　　Hf　　・日⊥　　・粁ト　　・1．匪・　　・HH・　　十IF　　Hト　　　ー

牛　　　　i　｛1卜　冊　　・田・　冊　　・｝1ト　・田・　冊．卜　・IH・　iu・　A・．…　一

　　　　　　　牛　　　1柵　冊　・IIY　冊　一II｝　冊　・｛朴　卦卜　＋　一　一

牛　　　　1　・｝1卜．・田・　十降　・Hi・　．1・1｝　・1．1卜　冊　　・lll・　斗．レ　．・ll・　・一．

　　　　　　j
tl：　　　　　　　　．！　　　珊｝ト　　　十朋・　　　一｝｝卜　　　雪卜卜　　　．IIF　　　・1｛1・　　　・｛「｝・　　　岳｛1・　　　一　　　　

一一

@　　　・一

　　　　　　　
豚　　　i惜　・田・・i陸　・tw　・lll一田1．1・レ＋　．・tt－一　一．

ESi　　　　i　・階　　・Hト　帯　　II．ト　・HI・　・．1．i．卜　．．1卜　・．レ　　ーm　　・・．．一　一一

　　　　　　ヒ
JIS　4　　　　　　　i　　・｝醤・　　　一裡1・　　→暑ト　　　遷｛ト　　　ーH卜　　　十H・　　－Hi・　　　－Yl－　　　一ト．　　　甲　　　　

一一

　　　　　　1
豚　　　　i　州・　・［｝i・　41・1・　柵　　帯　　・Hト　帯　　十　　・卜・　一一・　Jt－

）IS・i．　　　i　・1十卜　・Hト　・甘卜　・H．1・　・IH・　十1卜　州・　・．｝1．・　一　　…　　一

豚　　　　i　・田・　柵　　・・田・　・田・　・M十　・田・　一田・　一　　一…　一・　…

　　　　　　　
．鴨　　　　i　冊　　・田・　一．日　　・．H　　・．；・・　一ト　　ー一　一　　・．．・・　…　　一．一

馬　　　　i　・冊　　・ll．1・　州・　・｝枯　・1朴　・．H．・　十　　一　　一　　・．・…　　．・．

属　　　　！　惜　　州・　・m・　i｝｝・　斗レ　十　　・一　　一　　一　　一一　一

　　　　　　　
罵　　　　t　・i刊・　・1｛ト　帯　　・田・　・｝卜　・・1卜　…　　一一・　一一　…．・　一

工．島　　　　i　・1什　　・｝｝｝　・Ul・　・H卜　M・｝　斗li’　・H．　・・ト　　L－．　一．・　一…

燭　旨IH旧旧IHil…lh．．．．．．．．

　　　　　　　　　　鮒2．1驚　　 ．　彰七　　　　ll革　　　　鴛～：　　　　）；篠

1　　　　　　　　　　　．　　　　　　　」血．流・！量：e’，’〔　FibrinQgen　」r旺滞葦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗元：Fibrin。gen資芸蔽の判輔喰塩の洪1澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1象　兎　　　　　　　　　　　　1試　験　管
　　　　　　抗　　　　　　元　1
番号1　　　　　　　　1内　抗元

　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　：1．5

　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　？

　・　　　　　　　　3

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　12

・．@　　　　　　15

　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　3

．．　　　　　　13

　　　　　　　　　12

．　　　　　．　　15

　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　13

tF　　Fibrinogen

”　　Fibrinogen

豚　　Fibrinogeu

〃Fibrinagen
I塔焉　　』Fibrino理en

〃　　Fibrinogen

牛　　Fibrinogen

〃　　Fibrinogen

豚　Fibrinogen
〃　　Fib．rinOgen

、疇籍　　Fibrinogen

”　　Fil）rinogen

去卜　　　

Fi1）rinogen

〃　Fib1’inOgen

fidi　Fibrin‘）gen

〃　　Fibrinogen

l鴨　　Fibrinogen

〃　　　 Fi｝）τinogen

牛

牛

牛

牛

牛

．豚

豚

豚

豚

豚

豚

馬

馬

馬’

1

1

　　　　ヨ完　　：元．　稀　　釈　　度

2‘b　21　　22　　2｝s　　2癒　　2『5　20｝　27　　2ド

・1｛ト　ー肝　　欄・　十｝ト　モ汁　　・一　　一一　　一　　・一

督｝　彗卜　斗什　　翁・1・　斗1｝　・．1．｛一　．一　　一　　一

習十　　M十　　斗汗　　十皆　　十　　　一　　．一　　　”・一　　一

・肝　　・H十　　斗仔　　・｝1｛・　一　　．一　　一　　一　　門

覗モ　卦卜　十肝　　→十　　一　　一　　一　　一　　一

帯　　・肝　　’ttト　→十　　一　　一　　一　　．一　　一

・肝　　掛　　冊　　斗ト　十ト　ー　　一　　一一　一

柵　　柑・　十　　十　　一　　…　　一一　一　　一

卦ト　辮　　・肝　　・H卜　十梓　斗十　・H－　一　　一

十謄　　一肝　　・肝　　・什ト　・ll・卜　・田・　十　　一一　　一

・肝　　・辮　　柵・　・冊　　．・．1’ト　ー　　一　　一　　一

十捧　斗1・ト　・階　　・甘一　一　　一　　一．　一　　一

升ト　　　督卜　　　一H｛・　　　一予一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

・i｝｛・　柑・　・肝　　一1・i．一　一｝．卜　一　　一　　一　　一

馬　　　i珊　冊　・H十　柑　・M－　一　一　一　一

馬　　　　　封ト　1・lf　．帯．・｝・・　縄…　－F　－一　・一一　一・・一

」鴇　　　　　　・H畢　帯　　潜1　紐・　刊予　暑卜　十　　一　　一

燭　　1帯　帯　冊　→十1母　廿　一1．卜　＋　．．．
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策3褒　 沈　降　反　応　　　　　　　　第5炎
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ことが認められる。　　　　　　　　　　り枕ll旺満嗜ご得た。この伽r［L満は同鰍τ1のFibrin、ヒも

この溶液を抗元とし抗Fibrhlo即n　1僻搾辻沈降反応　反応を示し，　Fibrinに臓器llな墨性のあることな示す。

を行うと結果は第9嚢の通りであつた。　　　　　　　　父抗Fibrin　J貢L711｝はFibrinogenとは殆んど血lll鞭応

即ちFibrinは抗FibrinOgen植t清とは岡種1測1｝1並　　　を示さず，抗Fil：rinogen　lll酬｝もFib「inと反応しな

びに異種属閻とも全く、nlL消反応な行わ版いことな知　　　い。従つてFibrinogenとFihrinとは1白1滑2津的牲Illl

る。　　　　　　　　　　　　　　性をIIlllにするイ、のと黒わlhる。
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阻ll：するのではないかとの疑闇な解く為にFibrino・一・　これtt’t抗元としでFibriaos．ren抗「nL溝とlfll溝反応壌ご試

gen溶液に尿素を20％の割合に溶解し，こ譜！な抗元と　み激o
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ない。従つてFibrlnと抗Fibrino“reエユ血満とはlll醒1　しノtl：！んlltの飽和硫鹸Arnni【，11iUM～lii液を加：．：t℃25

反応を暴しないことが断定出米賓｝。　　　　　く≧6飽湘とすゐ。30分fl・：i倣置した後，発盤tナニ燃肉質な

　Fibrinによる免疫　　　　　　　 遵心洲：澱に」：り除去L．，．」惜辮1妃なOOCに冷去田融・：’

z十：，馬及び厭構1墜【IFibrilユの2f｝％握：遵｛溶液1ccな以　飽不ll硫酸AmmしmiIlm湘1媒！加えマ：2｛｝％飽和1ヨ1：す

て家兎に3FI間の間1蠣なおいて3週問宛連続lii珊，澱　 る。：節分搾恥父置，沈澱かまll心測1澱により封1めるo　l驚の

後の注射より7日後に採．1血Lな行いFil）rin又ほFib，一　沈澱喚ご少1・B：の蒸溜水に～ll解！．．同lllのCliloreforn’iな加

rinQgenを抗元として｛血L湾反応を行い次の糸，ll果な得　丸て振照t，　Plasn）in犠ゴ活性fl帽刷塔，。　Chloi’ofc／ir㎜層

た。（第11，12，13表）　　　　　　　　な除iぎ，水溶液犠ご水1奮1ノヨで21塒悶Cロ110clium膜癒用

表に示す如くFibriPで賑兎な免疫することによ　いて透税する。此処に生ずる沈llllな灘心沈澱によつて

第10表　　 沈　　降　　反　　応
　　抗元：Fibrinogenの20％尿雛1溶液
　　血蒲：窪充Fibrin◎gen　l血　　潅舞

家兎 P注射用抗元

番劉
12

15

6

7

3

t卜　Fibrinc｝gen

　l’

豚同上
　〃
馬同上

13L”
12

15

6

？

3

i3

12

15

6

7

3

13

牛同上
　”
豚同上
　”
馬1司上

　〃

牛同上
　〃
豚同上
　〃
馬同上
　”

試糖内概L＿＿叢…2L孟＿翌L監一＿
　　　　12°21222tl　2’1’2「）2“272s　2”

1牛Fibri・。9。n

〃

〃

n

〃

’ノ

豚同上
　〃
　〃

”

〃

〃

馬同上
　〃

’ノ

〃

〃

報・Hト辮惜そ粋冊帯掛・日・＋

冊帯畦什柑・冊冊惜冊十一
柵珊升ト・肝惜帯州・卜十一
冊帯帯帯帯柵・1十十一一
・階掛掛・附｛十耀・惜帯十一

辮帯帯冊惜惜十十一一
帯絹・帯冊惜惜十十一一
帯帯冊・肝帯州・一ト｝一土一一

柵珊冊帯冊帯甜・什一一
・冊・冊帯枡州・報・帯十一一
一冊掛帯融t・掛十十一一一
帯帯耕帯帯十ト＋一一一一

根冊帯十＋一一一一一一
・冊帯帯十汗一1・ト十一一一一一

1十帯帯十卜十一一一一一
帯冊辮惜卦十副一一一一
4什帯枡・絹・帯一｝ト十一一一

・liF帯珊冊・冊冊＋一一一
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館U表　　　沈　　降　　反　　応　　　　　　　　　　　第13喪　　　沈　　降　　反　　応

　　　　抗元：Fibrinの20％尿索溶液　　　　　　　　　∫血清：抗Fibrinogen　l歳L蒲
　　　　血済警：t）’ti　Fibrin　If［L津｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お℃ラ己：Fibrin　（in　20％　urea）

兎

番
量．

21

22

23

18

19

20

31

32

注射用

拡　う［r： ＿＿ユニ＿．．．∴∴二二＿＿＿　　二別＿．…＿一＿＿＿一＿＿一＿肌銑．室㌔弩1艶璽，

…牛F・b・i・牛Fib・i・…柵網皆＋一一一一一　12　1牛Fib，i。。9。。

　〃　　　　　〃　　　　－H十i十ト十ト　ー　一一　一　一　一　 一　　　　　：15　　 1卜　　〃

　〃　 〃　十H－＋H・一卜卜一一一一一一　 6jPK〃
豚Fibrin　〃　　　辮一H・一一　一一一一一　　　　7　豚　’ノ

　〃　　　　　〃

　〃　　　　　〃

、［，y　Fibrin　　〃

1　〃　　　　　〃　　　…
1

33．　rt

　I

牛Fibri・i－一一一
牛　lt

豚　n

隊　”

　　　一一・・M＋一一一一＿　 ・i3　1馬〃臨“　1－＿一一
　　　帯十トー一　一一　一　一一

　　　網トー一一一一一　軸，・ヒユ・1酌鮪水麟肌，・・Cに冷畑凶蝋
”1．懸｝…∵’T∵　・鵡，カ、、え。，H55。　・1節する．∠kず融鰍贈

紐帯一一一一一一一 @，31馬1’　1属1’

」一’ @曲一　一ゴ　　　　・¶　　　・・T－　・・」一一一’　一　　　　　　　冒・伽一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　」　　1

21

22

23

18

18

20

31

32

33

21

22

23

18

19

2U

31

32

33

牛Fib・i・1豚Fib・1・

　〃

　〃

F妖Fibrin

　”

　”

馬Fibrin

　〃

　〃

〃

　　　　　　　　　→什帯　一　一　一　一　一　一　一

　　　　　　　　　珊田＋一一一一．＿．　で塒間放置瞭㈲ミ麟な溶マ夜となつた衡60°c・

　　　　　　　　　→闇一一一一一一一　2°分問加温乳レ（Pl・・mi・の灘睦セ｝1映せしめたもの

　　　　　　　　　帯緋十F＿＿・一一一一　　を抗元として抗Fibrinogen血清と沈澱反応を行らそ

　　　　　〃　　　帯十十H－＿＿一＿＿＿＿　　　の結果は第14衰の通りであるo

馬Fib，i。鳶齋i謂1：下：1ド＝丁＝7：　5！　もFibri・にPl・Sm醜f’F職しめで嚇性にし

　〃　　〃　　→iH｝ト＋＿＿＿＿＿一　　たものは抗Fibr三nogen　1血蒲とは皿L溜反応な起さな

　tt　　　　〃　　　冊・H－十トー一　一一　一y－　一　　　いo

il家Fibrin　　〃　　　　一汗十トー汁　一　一　一　一　一　一　　　　　　父わt　Fibrino宮en［血L流身に対沸四るFlbrin十Plasrninに

　tr　　　〃　　　・H十卜rH－一　一・一一一一一一　　　よる吸収試験を行うと次の様な結果が得ら巾たo　（笛

　〃　　　　〃　　　措柵十卜一一n・・一一一一一一　ny　　　15第）

馬Fibrin　〃　　帯柵・・1－1・十一一一一一　　　　即ちF｛brin口こP五asmi且を作用せしめて可溶性に

　”　　　”　　冊帯帯一一一”一’”一”　　したものは抗Fibrinogen血漕と血清反応を示さない
”1〃　柵一一一一一一一一　の紘らず，又抗。、b、。。、。。㈱と。、b，・n。9。。と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の反応を阻．【Lする作用も有しない。

tt

〃

〃

”

〃

〃

帯柵帯一一……一一　　遠心沈i】li黛にょ♂）て集め，　NaOHでp｝1　7，2に調節し

岨闘一mm…「一一… @ た。少1“：姻三聯」麟鵬こ溶肌榊物叡劒ける。
柵pm　一一””一　“”一一一 @かくLてP1、，，ninの轍鮒る。

柵ト＋一一一㎜一 @Fib，i。懸濁液に醐，のPl、，mi昭禰加え，37・C

第12表　沈降反応　　　即ち尿素溶液は抗Fib「mogen　ifllmsiとFlbrinOgen
　　　　　抗元：Fibrinogen　　　　　　　　　　との反応を阻止することなく，従つて抗Fibrinogen

　　　　　血清；抗Fibrin血蒲　　　　　　　血清とFibrinとの反応の起こらないのはFibrinの
家
兎

番
慨．

21

22

23

］8

19

20

31

減射用　試験管　　　抗　元　稀　釈　度　　　　　溶液たる尿素の影響によるものではないことを知る。

抗Va　l・翫1・・2・2・2・…2・2・2…　　Fib「‘n°gen及びFib「inのN端在Amin°

緬礁野「F7＝＝：一一二、識欝。、b，、n。，。n及び。、b。，。に　、て

　〃　　　　　　〃　　　　　十　　十　　一　　F・一　一　一一　ew　－　　一

　”　　1”．
豚・・b…i羅豊「i鼎

〃

　”

馬Fibrin

32レ’

331　〃

　”

　t　　　、

馬Fibri－

InG鶴en
　「t

　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　Sangerの方法によりN一朱端Amino酸の測定比較i
　十　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　した。F　十　一　　一　一　　一　一　一　　一　一
＋＋一＿一＿一＿－　　Fib・i・・9・nの水溶澱はFib加の20％尿素溶1夜

＋＿＿＿．．＿．．＿＿　に溶解したもの5m1・ec・O・59のN・HCO・・勧1え・jo

I＿＿＿＿一一＿＿＿＿@　　m1の5％FluoroClinitr⑪benzene（FDNB）ether溶液
一　一　一　一　一一　一　一　一　　　を加え，2時間晒察に放概した後，坐ずる沈澱を還心

一一一一一一一一一 @　　沈澱にて集め，水，Alcoho1及びEtherにて次ぎ次
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　　　第14表　　　　沈　　　降　　　反　　　応
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　才完［111．才1・tt：｝’t　Fil，rinogen　．1飢善タ∫

　　　　　　　　　　抗　元：Plasminを作用したFibrin
門b @　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　「　　　　　　　　＿＿＿＿＿Lin＿＿＿．r＿＿」一．7ttPrL，〒，．．．．一．廟t．t＿hnv

寒冤
　　　注　　　

均寸　　　　月1　　　 温〕li：　　　

元

番号
Il　2

15

6

7

3

13

12

：15

6

7

3

13

12

15

6

7

3

13

牛Fibrinogen

牛　tt
豚　 〃

豚　 ’ノ

馬　　〃

馬　　”

牛　〃

牛　〃

試験管　内枕元　 ・・一一．…一一・…・…一一一一…一一一．一一…．

　　　　　　　　　　　2q　21・222；t　242i；2Il　2ア2n

Zl・Fibri・＋Plasmil－一一一・一…一一一一
　　〃　　　－1・・　　　〃

　　〃　　十　　〃

　　〃　　十　　〃

　　”　　　↓　　　〃

　：　”　　十　　”

　　〃　　十　　tl
豚1？ibT；in＋　〃

豚　 tr　　；　　　〃　　・y　　”

1　抗元稀釈鷹

・卜　…　…　一　一　一一　一　一　剛

・ト　ー・　－r　－　一　一　酬胴　一　・一．

トー一一一一一・…t－一一…
1

十・：：1：　pm　－m　”噌　胤一　騨一　rw　－・

士出一w　－　H－　一囲・一　一　一・・

士出一一　一　一〇　…　一　…

十・　一　一　一　一　・一　・一”　一　…

1十　一　・・一・　一・司　一　・・9　・一　・・一・　…．・

豚　〃　1　　“　．｝．　“　㌦」、＿．。．＿t－．一．tt…

馬　〃　｛　．”　・1－　〃　摂∴一一＿一一一．．．

馬　”　｝　　”　＋　〃　レトー一一一一…一一一
牛　　1’

豚　　〃

豚　tV

豚　 〃

馬　　〃

馬　　”

，堕葺　　Fibrii’i　　一ト　　　　　〃

　　〃　　　・卜　　　〃

　　〃　　十　　〃

　　tr　　十　　〃
t1

u　　t’　　十　　 ’t

　　〃　　・卜　　rl

・｛・　一　一　一酬　一　一　…・　一　一

十　T．：ll：　一　一　一　一　・…　州　．…

g　：1で一　智一　一・　…　…　一・　蜘・

齢ト　ー1：　ny　－　一　一噸　一d　…．　一

第15表　　　　 吸　　 収　　 試　　 験
　　　抗1飢澗：抗Fibrinogen　1fiL澗　　iJl乏収物圃：Fibrin・卜Pl置ユsmin

　　　抗元：FibrinogenのNaCI　1／2飽和沈濯1

家兎1注射j
　　i用i吸収物質1短」・ヒ
翻i抗元i　　　　l
12

15

6

7

3

ユ3

、12

15

6

7

3

13

12

15

G

7

3

J3・

生．

”

豚

〃

馬

”

il－：　Fibrin

　→－　　Plasmin

　　t1

　　〃
　　t／

　　tt

　　tt

牛

〃

豚

〃

馬

〃

牛

〃

豚

〃

馬

〃

［　1豚　　Fibrin

　　十　　Plasmin

　　　〃
　　　〃

　　　tl

：L；5

”

・rl

”

1’

1’

i：5
tl

tt

”

　　　　　　1　　”　　　　　：　〃

　　tl　　　　l　〃
1鳴　　Fibrin　　　　i

＋Plasmin　i”
　　〃　　　i　〃
　　　　　　1
　　”　　il「
　　’’　　　　　　　”

　　’ノ　　　　　　〃

　　〃　、　　　　　〃

　　　　　　i　抗元稀釈度
試験管内抗元i
　　　　　　i202二22232匹2轟26372呂：露P
　　　　　　E
　　　　　　「
牛Fま。rinQgen　l帯辮ltr碧同棚卜…一・－

　　1・　i冊柵柵一．一
豚Fib・i・・脚i姻H旧粋冊卦一一一
　　〃　　　Hff琳帯・欝冊・十卜＋＋一一一m
馬Fib，i。。9。n　h柵柵＋卜卦紹＿
　　，，　i帯柵｝田朴th一士．．，．．一

牛Fibri・。ge。　i柵柵＋旧W＋士一一一
　　　　　　　

豚・・㍽･1繍1三三三
馬Flhrin。解n　i柵覗H旧i臼汁帯一一一一
　　〃　　　1帯掛珊掛IH・・i十二畳：一…一一
牛Fibrinog，一網柵鴫断網トトー
　　　　　　…
　　〃　　　1冊惜帯帯帯辮H十：lt－一
　　　　　　　豚Fibrinogen臼｛｝惜珊柵冊帯十1｝一一＿
　　　　　　…　　〃　　　i冊・｝什柵ltト惜十卜・｛・一一一
　　　　　　　
馬轡脚聯鷺鶯二二二：
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第16爽　沈降反応（対称塁験）
　　　　　　　　　」血．　溝：岳充FibrinQgen．［血，・XIS

　　　　　　　　　ヨ冗　　ラ亡：Fibrinogen　（in　20％　urea）

尿　兎

番　・噂

12

15

6

7

3

13

抗　　　元 抗　　　元

．∠卜　Fibrin〔，gen　　t卜　Fibrinogen

　　　〃　　　　　　　　　　　　”

豚Fibrinogen　　豚Fibrinogen

　　　〃　　　　　　　　　　　　”

1鵬　Fibrinogen　　l鴨　Fibrinogen

　　　r’　　　　　　　　　　　”

抗　　元　　稀　　釈　　度

20　　21・　22　　2：1　2’11　2「・　2tl　27　　28　　29

・肝　・冊卜　斗朴　・珊　・Hト　略汗　州・　冊　・1・卜　十

州・　・［s一　帯　　・1十卜　→・1十　・Hト　・lil・　帯　　十　　一

・H十　柵　柵　惜　冊　帯　・階　十卜　一　一一

・冊　帯　柵　・掛　・H・ト　甘1・　－H・・　十　一　一

・惜　柵　十H・　・肝　柵　→・卜　＋　－m　－一　一

・柵　柑・　掛　　・肝　・H・ト　冊　　十　　一　　一　　一

ぎに洗ii廉し乾燥するeかくして得た1）initr｛．〕phenyl　　　　以上の「li：’葵よりFibrinogepは臓器特畏性をイ了し，

蛋白IC　IOm　1の6NHCIな加えて40時間加熱水解し，　　　之はFibrinotsten　i，i：1の爽雑物によるもので蹴いことな

遊離DNP－Amin（，酸なPaper・・chromat，ography　lこ　　　伽る。

より楚｛生する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5’Flbrinな2｛〕％1／iと素溶液に．溶解し，こオ・1な以て

　その結果次の端在Amin｛，酸の存：ζliず1玖【1つた。　　　　家幅な免疫1，て；1うtll撚琳ご得た。抗Fibrin　l血溝1，L免疫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝、二1“いた稀瓶のFibrinのみなら・1；’e他抑1属のFibrin

Bovine

H‘｝rse

H‘）9

…｝ C　　　　…丁町…『口Ttt…………囲1糊……………　　ともよく反応する。即もFibrinにも1i蔵器勝1！～酵kが認

醗lb17鱒刑＿．i’ll｝？・「三㌧＿、　州、，る。

播・・・…e

　　TyだQS三ne

　　Tyrosine

Tyrosine及びGlycine　　　6）　抗Fibrin［血L溝はFibrinogenとは血L潤反応癒

Tyroslne及びG］ycine　　””i’！：し庶い。又抗Fii：）rinし，gen　ll【1澗1；k　Fibrinと血瀦反

Ty「°sin轍びGly・ine　応な！、1磁い。

　　　　　　　　　　　　　　7）・Fibrino鼠en及びFibrinのN一末端AmlnQ酸

　即ちFibrinogen分子内で1頭N一宋端Amino酸は　　　なSan解r法により測建したoその結果Fibrinogen

Tyrosineのみであるが，　Fibrinに変化するとこれに　　は牛，馬及び豚のものはいずれもTyrosine癒有す

遊離Glycine　amino基カミ加わることを知る⑪　　　　　　る。　FibrinにはGlycine及びTyrosineを窟する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以一．tilの事実より，　Fibrinは臓．器蒋翼セliを病するが，

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　・　　　　FibrinとFibrinogenとは血澗学lll勺牲異性を柴寺、翼に

　著春はFibrinogenの」血溜学的性質を倹すZpと共に　　　し，又化1享：構潴．1二の稠￥ilも認められ．る。

Fib’in°ge・とFibrin　，ヒ　a）血満ll拗綴哲【1るため本　　．この徽終るに1；鰍衛講徽1肋賜つた劇螺

実験を行い次の結論を得た。　　　　　　　　　　　　郎教授，並びに御協力下さつた化学教竈の桜井武蕩欝

　1）牛，馬及び豚精製F量b「inagenで家兎を免疫し　　師・及び諦先生に深甚な謝意を表します。
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